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地
域
の
安
全
を
見
守
る

　
　
　
　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
遂
行

特
集

し
ご
と
① 

通
学
路
防
犯
広
報
啓
発
活
動

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
続
け
て

　
皆
さ
ん
も
青
色
回
転
灯
を
つ
け
て
「
こ

ち
ら
は
成
田
警
察
署
で
す
」
と
放
送
し
な

が
ら
走
っ
て
い
る
、
通
称
「
青
パ
ト
」
を

見
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
主
に
14

時
～
18
時
頃
に
成
田
市
内
を
6
地
域
に
分

け
て
見
回
り
し
て
い
る
ほ
か
、
下
総
み
ど

り
学
園
や
大
栄
み
ら
い
学
園
で
は
下
校
時

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
出
発
の
見
守
り
も
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

方
々
へ
も
声
掛
け
を
行
い
、
安
全
・
防
犯

へ
の
啓
発
活
動
が
仕
事
と
な
り
ま
す
。
声

掛
け
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域
で
は
犯
罪

の
発
生
率
が
低
い
、
と
い
う
警
察
の
発
表

も
あ
り
、「
日
々
の
活
動
が
地
域
の
安
全

に
つ
な
が
る
」
と
の
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

安
全
を
心
掛
け
て

　

各
地
域
を
5
人
ず
つ
で
受
け
持
ち
、
毎

日
2
人
組
で
見
回
り
を
し
ま
す
。
公
用
車

を
使
用
す
る
の
で
、
必
ず
始
業
前
点
検
を

行
い
、
週
初
に
は
「
バ
ッ
テ
リ
ー
、
オ
イ
ル
、

ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
液
」
等
も
点
検
し
、
洗
車
は

毎
日
実
施
し
ま
す
。
出
発
前
に
は
防
犯
事

務
所
か
ら
「
成
田
警
察
署
管
内
の
犯
罪
発

生
状
況
」「
県
内
・
成
田
市
内
の
交
通
事
故

発
生
状
況
」
等
そ
の
日
の
見
回
り
で
の
注

意
事
項
の
発
表
が
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
た

活
動
を
行
い
ま
す
。

　
警
察
車
両
の
パ
ト
カ
ー
に
類
似
し
て
い

る
車
両
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
法
令
遵

守
は
絶
対
で
あ
り
、
講
習
と
運
転
試
験
を

経
て
「
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
者
証
」
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
々
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守
り
な
が
ら
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
も
「
声
掛
け
運
動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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交通安全講習会に参加した会員

安全運転でいざ出発（天野茂会員）

正
直
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
…

　
「
青
パ
ト
」
を
運
転
す
る
と
い
う
こ
と

に
は
覚
悟
も
必
要
で
す
。

　
ま
ず
常
に
遵
法
で
運
転
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。
黄
色
信
号
ギ
リ
ギ
リ

で
交
差
点
に
進
入
し
た
り
、「
止
ま
れ
」

の
停
止
線
を
少
し
越
え
た
り
す
る
車
を

見
か
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
青
パ

ト
」
で
は
そ
ん
な
運
転
は
絶
対
に
許
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
安
全
確
認
も
徹
底
し
て
い
ま

す
。
横
断
歩
道
や
交
差
点
、
見
通
し
の
悪

い
カ
ー
ブ
な
ど
も
必
ず
2
人
で
安
全
を
確

認
し
な
が
ら
走
行
し
ま
す
。
長
年
培
っ
た

運
転
技
術
を
生
か
し
、
そ
の
日
の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
協
力
し
て
安
全
を
徹
底
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
経
験
は

逆
に
普
段
の
運
転
に
確
実
に
生
き
て
き
ま

す
。
安
全
運
転
に
対
す
る
意
識
は
ま
す
ま

す
向
上
し
、
同
乗
す
る
家
族
な
ど
か
ら
感

心
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
転
す
る
こ
と
や
道
路
交
通
法
に
関
心

が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
向
上
心
を
持
っ
て

技
能
訓
練
に
も
な
り
、
い
つ
ま
で
も
運
転

で
き
る
よ
う
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
余
談
で
す
が
、
長
年
住
ん
で
い
て

も
知
ら
な
か
っ
た
地
域
の
道
も
多
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン　

　
地
域
の
安
全
と
防
犯
に
寄
与
し
て
い
る

業
務
で
は
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
成
果
が

出
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
に
毎
日

数
件
は
盗
難
な
ど
の
事
件
報
告
が
あ
り
ま

す
。

　
で
す
が
、
こ
の
業
務
に
感
謝
し
て
く
れ

る
住
民
の
方
々
が
確
か
に
い
ま
す
。

　
声
掛
け
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め

た
み
な
さ
ん
が
手
を
振
っ
て
く
れ
た
り
、

お
辞
儀
を
し
て
く
れ
た
り
、「
ご
苦
労
様

で
す
」
と
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
毎
日
パ
ト
ロ
ー
ル
を
待
っ
て
く

れ
て
い
る
小
さ
な
子
ど
も
と
保
護
者
や
高

齢
者
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
様
子
や
笑
顔

に
触
れ
る
と
、「
こ
の
仕
事
を
や
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
い
う
充
実
感
が
あ
り
、
励
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
か
ら
続
く
「
青
パ
ト
」
活
動

の
歴
史
も
感
じ
ま
す
。
せ
っ
か
く
根
付
い

て
き
た
地
域
貢
献
活
動
で
す
の
で
、
プ
ラ

イ
ド
を
持
っ
て
長
く
続
け
ら
れ
る
よ
う
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
ど
こ
の

自
治
体
で
も
や
れ
る
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
か
ら
。（
天
野
茂
会
員
）

子どもたちと地域の安全を守るために、
活動を一緒にやりませんか

興味のある方は、
成田市シルバー人材センター (TEL0476-36-6161)
までお問い合わせください。

通学路防犯広報啓発活動（青パト） 業務内容：青色回転灯パトロールカーに、それぞれ2
人1組で乗車し、決められた地区内の防犯広報啓発活
動を行います。土・日曜日・祝日および休校日を除く
月8日程度の就業で、現在6地区30人の会員が就業し
ています。
資格：72歳までで普通自動車免許保持者通学路防犯広報啓発活動は、青色回転灯を装備した車両

で地域を見回りし、犯罪の抑止や子どもの見守り活動を
行っています。現在、私たちの活
動を支えてくれる新しい隊員を募
集しています。
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A
N
A
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
成
田

で
は
、
営
繕
・
清
掃
と
調
理
補
助
の
業
務

を
人
材
派
遣
と
し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

清
掃
業
務
は
1
日
2
名
ず
つ
5
時
間
、
計

4
名
の
チ
ー
ム
が
シ
フ
ト
制
で
行
い
、
翌

日
働
く
メ
ン
バ
ー
が
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を

始
め
ら
れ
る
よ
う
、
準
備
や
整
理
整
頓
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。

　
客
室
の
修
繕
や
壁
の
補
修
、
塗
装
な
ど

も
担
当
し
て
お
り
、
一
部
屋
の
業
務
が
終

わ
る
頃
に
は
、
ま
た
別
の
部
屋
で
修
繕
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
常
に
新

し
い
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
々
、

タ
イ
ル
磨
き
に
最
適
な
方
法
や
洗
剤
の
選

定
、
清
掃
方
法
な
ど
を
工
夫
し
、
経
験
を

活
か
し
て
空
調
や
電
気
、
給
排
水
の
修
繕

も
行
っ
て
い
ま
す
。
お
客
様
が
気
付
か
な

い
よ
う
な
細
部
ま
で
心
を
込
め
て
清
掃
を

行
い
、
快
適
に
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

客室の洗面所のタイルを磨く神藪会員客室の洗面所のタイルを磨く神藪会員
信頼関係で結ばれたホテルスタッフと会員

縁
の
下
の
力
持
ち

特
集

し
ご
と
② 

シ
ル
バ
ー
営
繕
班

　仕事をする際は、依頼を受けたホテルの信頼を
裏切らないよう常に心掛けています。信頼関係が
築かれることで、お客様に快適な宿泊体験を提供
できると考えています。この仕事で特に印象に
残っているのは、一人一人のお客様に常に対応で
きるよう、万全の準備やサービスを整える難しさ
を実感したことです。また、ホテルの客室管理担
当者から「シルバーさんに依頼して良かった」と言
われたときは、とても嬉しかったです。さらに、
私たちの作業に関する提案を取り入れていただけ
ることに、心から感謝をしています。

　シルバー人材センターは、幅広い業種にわたる
素晴らしい経験を私たちに提供してくれていま
す。さらに労働市場が短期的な利益を重視する昨
今、一貫性と安定性を重視し、信頼できるパフォー
マンスをもたらしてくれます。会員さんとはオー
プンなコミュニケーションとパートナーシップが
築かれ、皆さんの働きが成田エリア最高のホテル
のひとつとして私たちの地位に表れていると思い
ます。今後もより多くのサービス分野への進出に
期待しています。
　「将来のトレンドを注視し、それに合わせてい
く。変わるのに年齢は関係ない」

吉田哲夫会員 ANAクラウンプラザホテル成田総支配人
ラッセル・シェパード神藪竹司会員

会員からの声 利用者からの声
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飯
田
理
事
長
あ
い
さ
つ

　
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
６
年
度
定
時

総
会
が
、
６
月
13
日
、
赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
に
お
い
て
、
委
任
状
を
含
め
た
会
員
4
0
5
名
の
出
席

の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
飯
田
幸
雄
理
事
長
が
議
長
を
務
め
、
令
和
５
年
度
の
事

業
報
告
及
び
令
和
６
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
書
等
４

件
の
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
提
出
さ
れ
た
２
議
案（
令

和
５
年
度
事
業
報
告
・
決
算
承
認
の
件
、
理
事
15
名
及
び

監
事
２
名
選
任
の
件
）に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
理
事
は
、
臨
時
理
事
会
が
開
催
さ
れ
下
記
の

と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
理
事
は
15
人
に

　
新
理
事
に
は
新
任
の
7
人
を
含
む
15
人

が
選
任
さ
れ
、
う
ち
2
人
が
女
性
で
す
。

ま
た
、
会
員
ば
か
り
で
は
な
く
、
成
田
国

際
空
港
振
興
協
会（
橋
本
理
事
）、
成
田
商

工
会
議
所（
栗
田
理
事
）な
ど
の
関
係
団
体

か
ら
も
理
事
を
迎
え
、
15
人
が
新
理
事
と

し
て
理
事
会
や
事
業
運
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
任
期
は
令
和
8
年
6
月
ま
で
の
2
年
間

で
す
。

理
事
長（
再
任
）	

飯
田
幸
雄

副
理
事
長（
再
任
）	

鈴
木
哲

理　

事（
新
任
）	

天
野
茂

理　

事（
新
任
）	

栗
田
壮
一
郎

理　

事（
再
任
）	

後
喜
多
利
一

理　

事（
再
任
）	

髙
木
優

理　

事（
再
任
）	

竹
内
芳
子

理　

事（
再
任
）	

成
川
愼
一

理　

事（
新
任
）	

根
本
紀
彦

理　

事（
新
任
）	

根
本
正
康

理　

事（
新
任
）	

野
澤
宏
暢

理　

事（
再
任
）	

橋
本
敬
一
郎

理　

事（
再
任
）	

堀
江
道
子

理　

事（
新
任
）	

山
田
行
雄

常
務
理
事

兼
事
務
局
長（
新
任
）	

椿
一
之

監　

事（
新
任
）	
濱
﨑
喜
一

監　

事（
新
任
）	
渋
沢
淳

　
引
き
続
き
理
事
長
の
任
を
担
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
総
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ

り
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代

を
迎
え
た
今
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
向
け
ら
れ
た
地
域
社
会
の
期
待

は
よ
り
一
層
大
き
く
高
ま
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
は
、
海
外
に
お
い
て
紛
争
等
に

よ
る
社
会
情
勢
の
不
安
が
高
ま
り
、
国

内
に
お
い
て
も
、
倒
産
の
増
加
や
諸
物

価
の
高
騰
も
あ
り
、
不
安
な
日
々
を
過

ご
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
鈴
木

副
理
事
長
共
々
、
理
事
・
監
事
・
各
部

会
・
委
員
会
の
皆
様
と
職
員
の
連
携
を

密
に
し
て
、
会
員
皆
様
の
協
力
を
得
て
、

セ
ン
タ
ー
事
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
、
地
域
社
会
へ
貢
献
が
出
来
る
よ

う
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事
長

飯
田
　
幸
雄

令
和
６
年
度
定
時
総
会
を
開
催

山
田

根
本（
紀
）

野
澤

橋
本

栗
田

天
野

鈴
木竹

内
堀
江

飯
田

椿 後
喜
多

濱
𥔎

成
川

根
本（
正
）

髙
木
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空
港
周
辺
美
化
活
動

空
港
周
辺
美
化
活
動

　
５
月
10
日
、
好
天
の
も
と
空
港
周
辺
道

路
美
化
活
動
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
、
な
り
た
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

年
２
回
実
施
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
、
市
内
の
企
業
な
ど
か
ら
毎
回
数
多

く
の
団
体
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
本
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
理
事
・

職
員
４
人
が
シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
シ

ル
バ
ー
オ
レ
ン
ジ
ベ
ス
ト
と
帽
子
を
着
用
し

て
参
加
。
５
月
の
さ
わ
や
か
な
気
候
の
中
、

「
ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ
プ
レ
ミ
ア
成
田
」

付
近
か
ら
成
田
空
港
方
面
に
向
い
「
成
田

東
部
ホ
テ
ル
エ
ア
ポ
ー
ト
」
付
近
に
至
る

国
道
2
9
5
号
の
歩
道
部
分
約
３
㎞
の
区

間
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ご
み
袋
や
ト
ン
グ
を

手
に
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
班
活
動

地
域
班
活
動

　
成
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い
く
と
い
う
目
的

で
、
市
内
14
地
区
の
会
員
を
、
職
域
を
超

え
て
Ａ
～
Ｃ
の
３
班
に
分
け
、
地
域
班
が
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
は
会

員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を
活
か
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
各
地
域
の
小
中
学
校
や
保

育
園
の
美
化
活
動
、
駅
周
辺
の
清
掃
、
駅

周
辺
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
各
地
域
で
行
わ

れ
る
福
祉
施
設
な
ど
の
手
伝
い
な
ど
で
す
。

　

特
に
小
中
学
校
の
美
化
活
動
に
は
、
セ

ン
タ
ー
除
草
班
・
植
木
班
に
所
属
す
る
会

員
も
多
数
参
加
し
て
い
る
た
め
、
校
庭
の

隅
々
ま
で
手
入
れ
が
行
き
届
き
、
毎
回
学

校
か
ら
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

活
動
報
告

活
動
報
告

歩道のゴミを拾う参加者

加良部小学校での美化活動参加者

会
員
紹
介

「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
自
分
を
守
る
こ
と
」

星
野 

茂
樹
さ
ん（
玉
造
）

　

何
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
手
を
振
っ

て
く
れ
た
り
、
敬
礼
を
し
て
く
れ
た
り
、

「
お
疲
れ
さ
ま
」「
頑
張
っ
て
ね
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
し
、
や
り

が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
以
外
で
は
、
鉄
道
模
型
の
収

集
と
作
成
を
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か

ら
電
車
が
大
好
き
で
、
40
歳
の
時
か
ら
本

格
的
に
自
分
で
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
作
っ
て
は
壊
し
て
の
繰
り
返
し
で

し
た
が
、
今
で
は
線
路
を
走
れ
る
電
車
が

６
０
０
両
く
ら
い
自
宅
に
あ
り
ま
す
。
ラ

ジ
オ
か
ら
流
れ
て
い
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

を
聴
き
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
図
面
を

出
し
作
成
し
て
い
る
時
間
が
楽
し
い
で
す
。

　
わ
た
し
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
役
を

退
職
後
、
青
パ
ト
で
仕
事
を
し
て
い
た
親

戚
の
人
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
入
会
し
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
仕
事
は
青
パ
ト
で
、
子
ど
も

た
ち
を
事
件
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
に
車

で
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
最
初
は
道

を
覚
え
る
の
が
大
変
で
、
自
宅
で
パ
ソ
コ

ン
か
ら
地
図
を
印
刷
し
て
マ
ー
カ
ー
で

塗
っ
て
覚
え
ま
し
た
。

　
自
分
の
運
転
で
は
黄
色
信
号
の
時
に
急

い
で
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
意
識
が
、
青

パ
ト
の
仕
事
を
し
て
い
く
う
ち
に
変
わ
り
、

今
で
は
黄
色
信
号
は
必
ず
止
ま
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
横
断
歩
道
で
は
人

が
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
安
全
運
転
の

意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

精巧な作品
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
時
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
長
年
の
職
業
生
活
か
ら
引
退
し
た
け
れ
ど
、

健
康
維
持
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
に
働
き
た
い
と
い

う
希
望
を
持
ち
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
意
欲
と
体
力
を
お

持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
入
会
資
格
は
次
の
通
り
で
す
。

　
入
会
説
明
会
は
、
毎
月
最
終
水
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

セ
ン
タ
ー（
久
住
中
央
）で
開
催
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

祝
日
や
年
末
は
日
程
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

8
ペ
ー
ジ
記
載
の
連
絡
先
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
以
外
の
場
所
で
、
年
に
2
～
3
回
の

特
別
入
会
希
望
者
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
「
広

報
な
り
た
」
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

わたしの趣味　―沖釣り― 　飯田　幸雄 会員 （宝田）

　沖釣りを始めて約10年、きっかけは釣れた魚を
刺身にして家族にふるまいたいと思ったことでし
た。沖釣りとは船に乗って行う釣りのことです。最
初はハゼやキスから始め、釣れたものは知人に依頼

してさばいてもらいました。そ
の後、調理道具（包丁等）を揃え、
インターネットの動画を観なが
ら調理を勉強しました。現在
は、主に富津の金谷で遊漁船に
乗って黄金鯵（マアジ）を釣りに
行っています。調理方法は、刺
身・なめろう・開き・姿焼き等
です。他には、5月は木更津で小鯵、6月は大原で
イサキ、7月・8月は飯岡でキスを釣りに行きます。
沖釣りは、釣るためにあの手この手で研究し、一人
でも手軽に挑戦が可能なところが醍醐味です。何よ
り家族に自慢しながら会話が弾み、食事が出来るこ
とが嬉しいです。

契約金額は微増、受託件数は減少令和4年度 令和5年度

会員数
男 391人 392人
女 109人 113人

合計 500人 505人
就業実人員 450人 445人
就　業　率 90.0％ 88.1％

受託件数

公共機関 474件 457件
民間企業 878件 904件
一般家庭 1,466件 1,349件

合計 2,818件 2,710件
契約金額 196,373千円 202,252千円

　令和4年度と比較すると会員数は年度途中までは例
年に比べ増加傾向で推移しておりましたが、年度末
になり退会会員の影響を受けて5名の微増となりまし
た。また、就業率は、約2％減少してしまいました。
　受託件数が減少した主な要因としては、植木就業会
員の減少により受注件数に制限を設けたことが挙げら
れます。全体の件数は減少となりましたが、民間企業
からの受託が微増したことと事務費見直しを図った結
果、契約金額は、5,879千円の増加となりました。

事業実施状況報告

愛用の道具

銀
の
た
ま
ご
９
月
号
は
下
記
の
施
設
に
あ
り
ま
す
。

●
市
役
所
　
高
齢
者
福
祉
課
　
●
市
内
各
公
民
館
　

●
大
栄
・
下
総
支
所
　
●
赤
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
生
涯
大
学
校

●
も
り
ん
ぴ
あ
こ
う
づ
　
●
美
郷
台
地
区
会
館
　

●�

ス
カ
イ
タ
ウ
ン
成
田（
文
化
芸
術
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
成
田
）

●
成
田
商
工
会
議
所
　
●
保
健
福
祉
館

ま
ず
は
ま
ず
は
入
会
説
明
会

入
会
説
明
会
に
参
加
を
！

に
参
加
を
！

会員
募集

⃝

原
則
と
し
て
60
歳
以
上
の
人

⃝

成
田
市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人

⃝
�

理
念
に
賛
同
さ
れ
、
お
互
い
に
協
力
し
、
助
け
合
い
、

い
た
わ
り
あ
っ
て
就
業
で
き
る
人
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成田→

←佐原

←51号

408号→

JR成田線
JR久住駅

久住
中学校 JA久住支所

コンビニ 飯岡
消防署

BUS

成田市シルバー人材センター

〒286-0819　成田市久住中央1丁目12番地3
TEL 0476-36-6161　　FAX 0476-36-6711
http://webc.sjc.ne.jp/narita/index
E-mail：narita@sjc.ne.jp

〈受付時間〉
月〜金曜日  午前8時30分〜午後5時15分
　　　　　　(土日・祝日、年末年始除く)

編集・発行　公益社団法人 成田市シルバー人材センター 広報部会

編集後記

その仕事、成田市シルバー人材センターにおまかせください

リビングサービス
網戸・襖・障子の張替え、電球の交換、
家具の移動、お墓の清掃などを行います。

植木の手入れ
庭木の剪定、生け垣の刈り込みなどを行
います。※令和6年度分の受付は終了しました。
令和7年度の受付は令和7年1月20日から受付します。

家事援助サービス
家庭内の掃除、洗濯、買い物などを行い
ます。

除草
庭の草取りや機械を使った草刈を行いま
す。

植木の水やりサービス
旅行など長期で外出される間、お客さま
に代わって鉢植や庭の水やりを行います。

簡単な大工仕事や塗装
波板の張替え、手すりの取付け、塗装な
ど小規模な修繕を行います。

空家の見回り
定期的に空家を見回り状況の報告をしま
す。

家庭の仕事 事業所の仕事

様々な”困った”をきっと”解決”します。
事務処理
一般・経理事務、データ入力・文書・伝票作成、名簿・
書類作成、筆耕・宛名書きなどを行います。

施設管理
建物内外の見回り�（開錠・施錠など）、駐車場・駐輪
場管理、お客様への対応などを行います。

清掃
ビル・マンション等の共用部分や、緑地帯・駐車場・
公園など屋内外での日常的な清掃などを行います。

商品管理
商品の入出荷、品出し、検品、陳列、保管などを行います。

配布、配達
パンフレットやチラシの配布、イベント補助などを行
います。

その他
通学路防犯、観光案内、空港内業務などを行います。

　シルバー人材センターの仕事の中で今回は私が
就業している「通学路防犯広報啓発活動」を特集し
ました。成田市内には20校の小学校に6,334名
の児童が通っています。児童数が多い学校は616
人の成田小学校、次が613人の吾妻小学校です。
少ないのは豊住小学校の53人、八生小学校の65
人です。ちなみに私が担当している旧大栄町にあ
る大栄みらい学園は下総みどり学園に続く小中一
貫校で1年〜9年生合わせて477人の児童生徒が
通っています。
　オリンピック、パラリンピックがパリで開催さ
れましたが、中でも体操で成田市（旧下総町）出身
の橋本大輝選手が男子団体の金メダルを決める鉄
棒の演技には深夜にもかかわらず、皆さん手に汗
を握って応援したことと思います。子ども達の中
からこれからの成田・日本を背負っていく可能性
を秘めた小中学生を温かく見守り挨拶や声掛けを
していきましょう。
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